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芥川賞 『ゾンビ回収婦』 小砂川チト/著

候補作

直木賞

第175回 芥川賞・直木賞 発表！

図書館では、すべての本を準備しましたので、話題の

作品をご覧ください。

ただし、お１人様につき１冊、１週間の貸出となります。

ご理解とご協力をお願いします。

『悪い血』 鈴木 涼美 /著

『丹心／まごころ』 仁科 斂 /著

『ソリティアおじさんがいた頃』 村司 侑 /著

『アンチ・グッドモーニング』 八木 詠美 /著

『けんぐゎい』 朝倉かすみ/著

『見えるか保己一」 蝉谷 めぐ実 /著

『多類婚姻譚』 凪良 ゆう /著

『＃台所のあるところ』 原田 ひ香 /著

『青天』 若林 正恭 /著

候補作



　 　

読書100冊達成者

石井 心彩さん

藤田 脩志さん

おめでとうございます！

どくしょてちょうのご案内

幼児・小学生を対象に

配布しています

本の返却時に、どくしょてちょうも

一緒にカウンターへお出しください。

見事100冊読まれたかたには、

ささやかですがプレゼントがあります。

※詳しくはカウンターまで

ミニおはなし会
図書館スタッフによる絵本や紙芝居の

「よみきかせ」を開催します♪

ぜひ遊びに来てください。

日時 8月22日(土)

午後2：00～（約20分程度）

場所 絵本コーナー

怪談話・怖い絵本のおはなし会
ドキッとする怖い絵本や怪談話を開催します。

一緒に楽しみませんか？

事前申し込みは不要です。

※未成年の方は保護者同伴でお願いします。

日時 ８月７日（金）

午後７：３０～

場所 棚倉町立図書館

「山の日」は、２０１６年から新しくできた祝日で、自然の恵みに感謝し、山とふれあうことを目的

とした国民の祝日です。毎年同じ「８月１１日」が山の日となります。

山の日は夏休み期間なので、家族で楽しめるハイキングやキャンプ・バーベキューなどを通して、

山のことを考えるきっかけにしてみてはどうでしょうか！

８月の行事
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休 館 日

ミニおはなし会

蔵書検索は

こちらからどうぞ

福島県立修明高等学校 情報ビジネス科 ２年 松本 結衣

【魔女のあとおし】

中山有香里／著

幻冬舎

自分に自信がもてない主人公「田中桃子」が関西弁

を話す魔女との出会いをきっかけに自分のことを好き

になれるよう努力するお話です。「私には似合わな

い。」と諦めていたかわいいスカートをはいてみたり、

幼い頃からの夢だった海沿いの田舎に住むことを決心

したり…夢を叶えるために頑張る桃子の姿に読んでい

て勇気をもらえる本です。その中で登場人物の「加藤

さん」が水族館に行く場面がとても感動するので沢山

の人に読んでほしいです。桃子と魔女のやり取りがコ

ミカルで読みやすいので、特に本を読むことが苦手な

人や桃子と同じで自分に自信をもちたい人にぜひ手

に取ってほしいです。

【楽しまなきゃ

損だよ 人生は】

弘兼憲史／著

宝島社

弘兼憲史という漫画家をご存じだろうか。漫画「人間交差

点」「課長 島耕作」等の現代社会に生きる様々な大人達の生

活や葛藤をテーマにした作品を描いている方である。ここで紹

介するのは漫画ではなく、その弘兼氏が書いた『楽しまなきゃ

損だよ人生は』というエッセイである。私は、変化の激しい欲望

渦巻く現代社会の悲喜を、葛藤をテーマにしながら魅力的に

漫画の世界に描き出す漫画家と『楽しまなきゃ損だよ人生は』

という題名とのギャップに惹かれ思わず本を手にした。 そこに

は、最後に著名な僧侶「一休さん」の困難に遭遇した弟子たち

に残した、最後の言葉が記されていた。それは「心配するな、

大丈夫、なんとかなる」だったそうである。仕事、人間関係、学

業、家庭等々、年齢問わず何かに追われながら時を過ごして

いる方々、ぜひ一読あれ。

棚倉町立近津幼稚園長 鈴木 雅人

おすすめ本 紹介


